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　広報ひだか2018.9月号 2

　７月21日（土）、内原保育所（田村真由美
所長）で夕涼み会が開かれました。
　先生たちが沢山のお店を出してくれて、
園児たちは夏のお祭りを満喫しました！

夕涼み会

海に！ 空に！ お祭りに！
日高町の夏は楽しいイベントが盛りだくさん

子どもたちは今年も夏休みを遊びつくしました！
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　７月27日（金）、中央公民館による
星空観測会が原谷分館で開かれ、夏
の夜空を望遠鏡で勉強しました。

　
堺
日
高
少
年
自
然
の
家
で
、町
内
の
小
学
生
が

合
宿
を
行
い
ま
し
た
。み
ん
な
で
協
力
し
て
カ

ヤ
ッ
ク
を
こ
い
だ
り
、海
の
生
き
物
を
観
察
し
て
、

た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
作
り
ま
し
た
！

星空観測会

夏合宿



　広報ひだか2018.9月号 4

　８月４日（土）、５日（日）に若もの広場で
行われた野球大会では、11チームが優勝
目指して熱戦を繰り広げました！

チームのみんなに感謝です！
来年も優勝を目指します

しっかり練習して、
次こそは優勝します！町長旗争奪野球大会

優勝
原谷チーム

準
優
勝

Ｆ
・
Ｔ
・
Ｈ
チ
ー
ム
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　７月22日（日）、農改センターでソフトバ
レーボール大会が開かれ、町内のチームが
トーナメント戦で優勝を競いました！

大人だって夏を楽しんじゃいます！
日高町主催のスポーツ大会で、

みなさん夏に負けない熱戦を繰り広げました！

ソフトバレー大会

優
勝

比
井
﨑
Ａ
チ
ー
ム

準
優
勝

く
ろ
ち
く
チ
ー
ム

練
習
の
成
果
を

　
発
揮
で
き
ま
し
た
！

来
年
も
絶
対

　
　
　
勝
ち
ま
す
！



　広報ひだか2018.9月号 6

家族の歴史の地を訪ねて
−ソアン・クヌッセン氏訪問−

　

８
月
２
日（
木
）、ヨ
ハ
ネ
ス
・
ク
ヌ
ッ
セ
ン
機
関
長
の
親
族
で
あ
る
ソ
ア
ン
・
ク
ヌ
ッ
セ
ン
氏
が

日
高
町
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

ソ
ア
ン
氏
は
デ
ン
マ
ー
ク
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
で
広
報
を
担
当
し
て
お
り
、チ
ー
ム
に
同
行

し
て
来
日
す
る
中
、家
族
の
歴
史
の
地
を
訪
れ
た
い
と
思
い
日
高
町
を
訪
問
。

　

松
本
町
長
と
対
面
す
る
と
、家
族
ら
の
写
真
を
見
た
り
、昭
和
32
年
に
ク
ヌ
ッ
セ
ン
機
関
長
の
兄
で

ソ
ア
ン
氏
の
祖
父
に
あ
た
る
デ
ビ
ッ
ド
氏
が
訪
れ
た
時
の
こ
と
な
ど
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
ソ
ア
ン
氏
は
田
杭
の
救
命
艇
保
管
庫
や
日
の
岬
の
顕
彰
碑
を
訪
問
。白
井
秀
樹
副
区
長
に

田
杭
の
人
々
が
現
在
も
供
養
を
続
け
て
い
る
説
明
を
受
け
た
り
、ク
ヌ
ッ
セ
ン
機
関
長
の
胸
像
を
真

剣
な
表
情
で
見
て
回
り
ま
し
た
。

　今回の訪問について「ずっと日高町に来たいと思っていました。
クヌッセン機関長の出来事は家族にとっても大きな事であり、顕
彰碑や胸像、供養塔を建てていただいた日本の方々に敬意を払いた
い」と語ってくれたソアン氏に対し、松本町長も「遠くからよく来て
いただきました。今度は献花式の時に、是非ご家族で来てください」
と話し、笑顔で記念撮影を行いました。
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熱く燃えて頑張ります！
−スポーツ少年・少女たちが表敬訪問−

　

日
高
Ｖ
Ｂ
Ｃ
は
、第
42
回
和
歌
山
県
小
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
で
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
を
果
た
し
、見
事
３
年
ぶ

り
の
近
畿
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
！

　日高中学校からは、女子バレーボールチームと、陸上部で走り高跳びの選手である
土屋拓士くん（３年）、小宮泰誠くん（２年）が訪問。近畿中学校総合体育大会に出場を
決めた皆は、大きく気合を入れて大会に臨みました！

　猛暑にも負けずスポーツに打ち込み、更なる高みを目指す少年・
少女たちが、町長室を表敬訪問しました。

日高中学校　陸上部・女子バレー部
第67回近畿中学校総合体育大会に出場

３
年
ぶ
り
の
近
畿
へ
！

日
高
Ｖ
Ｂ
Ｃ



　広報ひだか2018.9月号 8

交通安全を呼び掛け
−わかやま夏の交通安全運動−

　

７
月
19
日（
木
）、区
長
と
し
て
長
年
地
域
の
自
治
活
動
に
貢
献

し
た
功
績
を
称
え
ら
れ
、故
井
上
勲
氏（
方
杭
）へ
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

井
上
氏
は
２
０
０
３
年
１
月
か
ら
昨
年
10
月
に
亡
く
な
る
ま

で
14
年
以
上
に
わ
た
り
区
長
を
務
め
、美
化
活
動
や
防
災
活
動
へ

の
取
り
組
み
に
尽
力
。当
日
は
長
男
・
公
介
さ
ん
の
妻
で
あ
る
沙

耶
香
さ
ん
が
出
席
し
、日
高
振
興
局
地
域
振
興
部
長
の
川
口
氏
お

よ
び
松
本
町
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
わ
か
や
ま
夏
の
交
通
安
全
運
動
」実
施
期
間
中
の
７
月
11
日

（
水
）、志
賀
小
学
校
前
の
県
道
に
お
い
て
日
高
町
交
通
指
導
員

会（
北
垣
順
一
会
長
）が
御
坊
警
察
署
の
協
力
の
も
と
、啓
発
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、指
導
員
９
名
の
ほ
か
松
本
町
長
も
参
加
。「
子
ど

も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」「
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
の

交
通
事
故
防
止
」「
飲
酒
運
転
の
根
絶
」な
ど
を
重
点
項
目
に
掲

げ
、特
に
和
歌
山
県
が
昨
年
、死
亡
事
故
に
占
め
る
飲
酒
運
転
が

絡
ん
だ
割
合
が
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
位
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、

飲
酒
運
転
根
絶
を
目
指
し
、通
勤
中
の
ド
ラ
イ
バ
ー
ら
に
安
全

運
転
と
事
故
防
止
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

地
域
の
発
展
に
尽
力

ー
井
上
さ
ん（
方
杭
）に
感
謝
状
ー

先月号の記事に関するお詫び
　広報ひだか８月号（先月号）の尾﨑副町長退任式の記事につきまして、一部誤った表記がありました。
関係されるみなさまには、大変ご迷惑をお掛けしましたことをお詫びいたします。
・誤　平成15年から副町長に就任。
・正　平成27年（2015年）から副町長に就任。
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日
高
郡
の
自
治
体
と
御
坊
市
で
、

共
同
の
消
費
相
談
窓
口
、日
高
地
域

消
費
生
活
相
談
窓
口
と
巡
回
相
談
窓

口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

専
門
の
相
談
員
が
消
費
生
活
に
関

す
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。「
事
業

者
と
の
契
約
ト
ラ
ブ
ル
」な
ど
、「
お

か
し
い
な
」と
思
っ
た
時
は
す
ぐ
に

消
費
者
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、日
高
地
域
消
費
生
活
相
談

窓
口
の
連
絡
先
が「
☎
５
２
・
５
２
８

８
」に
変
更
と
な
り
ま
し
た
の
で
、連

絡
さ
れ
る
際
に
は
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

日
高
町
で
は
、敬
老
の
日
を
お
祝

い
し
て
、70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み

な
さ
ま
を
ご
招
待
し
、９
月
27
日

（
木
）午
後
１
時
30
分
よ
り
町
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、敬
老

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

敬
老
会
式
典
で
は
、長
年
老
人
福

祉
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
に
、町
長
よ

り
感
謝
状
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。式

典
後
に
は
、歌
謡
シ
ョ
ー
と
も
の
ま

ね
シ
ョ
ー
を
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
送
迎
バ
ス
を
運
行
い
た
し

ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、一
般
の
み
な
さ
ま
も
入
場

で
き
ま
す
が
、お
車
で
の
ご
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

日
高
消
費
生
活
相
談
窓
口
・
巡
回
相
談
窓
口

開
設
の
お
知
ら
せ

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
！

―
９
月
27
日（
木
）敬
老
会
を
開
催
し
ま
す
―

住民福祉課
お知らせ

お問い合わせは、
（☎63・3800）まで。

演
目
・
出
演
者
（
敬
称
略
）

○
歌
謡
コ
ン
サ
ー
ト
　
宮
地
オ
サ
ム
（
上
）

○
も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
　
君
島
　
遼
（
左
下
）

●
日
高
地
域
消
費
生
活
相
談
窓
口

　

日
時
：
平
日（
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

場
所
：
御
坊
市
役
所
一
階

　

☎
５
２
・
５
２
８
８

●
巡
回
相
談
窓
口（
日
高
町
）

　

日
時
：
毎
月
第
２
・
第
４
火
曜
日

　
　

   　
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

　

場
所
：
日
高
町
役
場
一
階

　

☎
６
３
・
３
８
０
０

　
　
　
　
　
　
（
住
民
福
祉
課
）



　広報ひだか2018.9月号 10

　生活支援サポート事業として、高齢者の日常生活におけるちょっとした困り事を引き受け、生活
の質的向上を図るための短時間サービス（有償ボランティア 500円/30分）を展開します。
　また、これらのサービスは、会員が現役時代の経験を活かし、健康維持やボランティアを意識し
て熱意をもって就業します。

１）作業条件
 ◯原則として移動を含め1時間以内で完了する作業とします。
 　※ワンコイン（500円）で30分以内の作業をお引き受けします。
 　　30～60分以内の場合は２コイン（1,000円）になりますのでご注意ください。
 ◯回数制限は、一人当たり4回/月迄とします。
 ◯日高町に在住するおおむね70歳以上の世帯及び65歳以上一人暮らしの方が対象です。
 ◯材料費は依頼者がご負担をお願いします。

２）作業手順
　　①　お申し込みは電話で　→　仕事の内容をお聞かせください。
　　②　仕事の連絡調整　→　仕事の内容・条件・作業担当者などを話し合います。
　　③　仕事の実施・完了　→　シルバー会員が仕事を行います。（会員証の提示）
　　④　お支払い　→　依頼者が作業完了確認後、会員がその場で集金し領収します。
　　　　　　　　　　　　(領収証を発行いたします)

３）作業内容

４）お問い合わせ・お申し込み先
　　日高町シルバー人材センター（☎７０・０３８５）

日高町シルバーワンコインお助けサービス

・室内掃除（掃除機をかける/拭き掃除/トイレ掃除/風呂掃除）
・ゴミ出し代行 ・植木、花の水やり
・家具の移動 ・蛍光灯、電球交換
・お墓の清掃 ・網戸、換気扇掃除
・買い物代行 ・洗濯および干し取り込み
・診察券の投函 ・布団干し取り込み
・家具の組立、修理 ・庭の掃除

　

平
成
30
年
６
月
１
日
付
け
で
、新
た

に
高
家
北
地
区
の
民
生
児
童
委
員
に

玉
置
克
己
さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

【
民
生
児
童
委
員
】

　

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、

住
民
福
祉
の
身
近
な
相
談
、援
助
者

と
し
て
常
に
社
会
奉
仕
の
精
神
を

持
っ
て
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、主
任
児
童
委
員
は
、児
童
福

祉
に
関
す
る
事
項
を
専
門
的
に
担
当

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

福
祉
問
題
で
困
っ
た
と
き
は
、一

人
で
悩
ま
な
い
で
、ま
ず
地
区
担
当

の
民
生
児
童
委
員
さ
ん
に
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

新
た
に

玉
置
さ
ん（
高
家
北
）が

民
生
児
童
委
員
に
就
任

新たに民生児童委員に就任された
玉置　克己さん（高家北）
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野
焼
き
は
法
律
で

�

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
「
近
所
で
ご
み
を
燃
や
し
て
い

て
、煙
で
困
っ
て
い
る
」、「
ご
み
の

焼
却
で
灰
や
燃
え
か
す
が
、田
ん
ぼ

に
入
っ
て
困
る
」な
ど
の
苦
情
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
の
ご
み
の
焼
却
は
、近
隣

の
人
に
迷
惑
を
掛
け
る
だ
け
で
な

く
、ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
発
生
や
火
災

の
危
険
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
ム
缶
・
ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
・
素

ぼ
り
の
穴
を
利
用
し
た
も
の
や
、法

で
定
め
ら
れ
た
構
造
基
準
を
満
た
し

て
い
な
い
焼
却
炉
な
ど
に
よ
る
焼
却

は
、法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
ご
み
は
焼
却
せ
ず
に
、決
め
ら

れ
た
収
集
日
に
分
別
し
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

農
林
漁
業
を
営
む
た
め
の
や
む
を

得
な
い
焼
却
な
ど
は
、法
律
で
例
外

的
に
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、焼
却

量
や
時
間
帯
、風

向
き
な
ど
を
考
慮

し
ま
し
ょ
う
。

　町では、高齢者の方が元気に安心して、買い物や通院などをしていただけるよう、バス・タク
シー利用料金の一部を助成しています。是非ご利用ください。

助成額および有効期限
　①お一人につき、１冊目は年間１万２０００円分を助成券で交付します。
　②２冊目以降は同様のものを、１万円で販売します。
　③利用者証および助成券の有効期限は、交付した日から
　　平成31年３月末までです。

対象者
　●町内に住民登録を有する75歳以上の方（昭和19年4月1日以前に生まれた方）

ご利用方法
　①利用されるご本人が、利用料金のお支払いの際に「利用者証」を乗
　　務員に提示のうえ、助成券をお渡しください。
　②利用できるバス、タクシーは、下表の事業者です。

御坊第一交通 ☎63・2002 愛あいケアタクシー ☎20・1090
川上タクシー ☎24・0200 印南交通 ☎42・0105
中紀河南タクシー ☎24・1001

南部タクシー ☎0739・
　72・2133港タクシー ☎65・3100

介護タクシーふくしん ☎20・5272

御坊南海バス ☎22・1020 中紀バス ☎65・2222

■タクシー会社

■バス会社

75歳以上の方の
　お出かけを応援します

高齢者
外出支援事業
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精
神
疾
患
の
た
め
通
院
し
て
治
療

を
受
け
る
場
合
、医
療
費
に
継
続
的

な
負
担
が
か
か
り
ま
す
。そ
の
よ
う

な
方
々
の
た
め
に
通
院
医
療
費
の
負

担
軽
減
を
図
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
し
て
こ
の
制
度
が
適
用
さ
れ

る
と
、精
神
疾
患
に
関
す
る
通
院
治

療
の
う
ち
医
療
保
険
適
用
分
に
つ
い

て
、自
己
負
担
が
原
則
１
割
に
軽
減

さ
れ
ま
す
。有
効
期
間
は
１
年
間
で
、

利
用
を
継
続
す
る
に
は
再
申
請
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。

※
世
帯
の
所
得
や
疾
病
等
に
応
じ
て
、自

己
負
担
上
限
額
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

一
定
所
得
以
上
の
場
合
に
合
は
、対
象

外
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象
者

　

通
院
に
よ
る
治
療
を
継
続
的
に
必

要
と
す
る
程
度
の
状
態
の
精
神
疾
患

（
て
ん
か
ん
を
含
む
）を
有
す
る
方

　
統
合
失
調
症
、躁
う
つ
病
・
う
つ
病
、

て
ん
か
ん
、認
知
症
等
の
脳
機
能
障

害
、薬
物
関
連
障
害（
依
存
症
等
）な
ど

■
対
象
と
な
る
医
療

　

精
神
通
院
医
療
・
デ
イ
ケ
ア
・
訪
問

看
護
・
薬
代
等
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

但
し
、入
院
医
療
費
は
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

■
申
請
方
法

　

以
下
の
書
類
を
健
康
推
進
課
へ
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

・�

自
立
支
援
医
療
費（
精
神
通
院
）支

給
認
定
申
請
書

・�

自
立
支
援
医
療
診
断
書（
精
神
通

院
）

・�

医
療
保
険
証（
受
診
者
お
よ
び
受

診
者
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
方

の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
医
療

保
険
証
）

・�

世
帯
の
所
得
状
況
が
確
認
で
き
る

書
類（
町
民
税
課
税
・
非
課
税
証

明
書
等
）

自
立
支
援
医
療
制
度

（
精
神
通
院
医
療
）

健康推進課
お知らせ

お問い合わせは、
（☎63・3801）まで。

　

９
月
19
日（
水
）、人
権
相
談
・
行

政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
の
合
同
相

談
所
を
、日
高
町
保
健
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
２
階
会
議
室
で
午
後
１
時
か

ら
４
時
ま
で
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

相
談
員
は
、社
会
福
祉
協
議
会
会

長
・
副
会
長
、民
生
児
童
委
員
、人
権

擁
護
委
員
、行
政
相
談
委
員
の
方
々

で
す
。

　

詳
し
く
は
、日
高
町
社
会
福
祉
協

議
会（
☎
６
３･

２
７
５
１
）ま
で
。

・
期
間

　

８
月
29
日（
水
）～

９
月
４
日（
火
）

・
時
間
　

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　

※
土
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時

・
電
話
番
号

　

☎
０
１
２
０
・
０
０
７
・
１
１
０

　
　
　
　
　
　
（
全
国
共
通
・
無
料
）

　

※
お
か
け
間
違
い
の
な
い
よ
う

　
　

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
相
談
内
容

　

い
じ
め
や
虐
待
な
ど
の
子
ど
も
に

関
す
る
人
権
な
ん
で
も
相
談

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権

擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
和
歌
山
地
方
法
務
局
人

権
擁
護
課
・
和
歌
山
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会（
☎
０
７
３
・
４
２
２･

５
１
３
１
）ま
で
。

人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
合
同
相
談

所
開
設
の
お
知
ら
せ

全
国
一
斉

「
子
ど
も
の
人
権
110
番
」

強
化
週
間
実
施
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犬
を
飼
わ
れ
て
い
る

み
な
さ
ま
へ

　

自
分
の
犬
と
他
の
人
、他
の
犬
な

ど
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぎ
、快
適
な

居
住
環
境
を
維
持
・
向
上
し
て
い
く

た
め
に
、犬
を
飼
わ
れ
て
い
る
方
は

次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
ふ
ん
尿
の
処
理

　

散
歩
の
と
き
は
必
ず
処
理
袋
を
携

行
し
、ふ
ん
は
自
宅
に
持
ち
帰
っ
て

処
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

場
所
に
よ
っ
て
は
排
尿
の
跡
を
水

で
洗
い
流
す
な
ど
の
配
慮
も
必
要
で

す
。 

　

日
ご
ろ
か
ら
、自
宅
で
排
泄
を
済

ま
せ
て
か
ら
散
歩
に
行
く
よ
う
な
習

慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
ノ
ー
リ
ー
ド
で
遊
ば
せ
な
い

　

散
歩
時
だ
け
で
な
く
、公
園
な
ど

に
お
い
て
も
必
ず
犬
に
リ
ー
ド（
綱

や
鎖
）を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

放
し
飼
い
は
原
則
禁
止
と
さ
れ
て

い
る
だ
け
で
な
く
、犬
が
交
通
事
故

に
あ
っ
た
り
、人
に
危
害
を
及
ぼ
し

た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

散
歩
中
の
他
の
犬
に
対
し
て
危
害

を
及
ぼ
す
、犬
同
士
の
ケ
ン
カ
を
止

め
に
入
っ
た
飼
い
主
を
咬
ん
で
し
ま

う
、子
供
に
対
し
て
じ
ゃ
れ
て
ケ
ガ

を
負
わ
す
な
ど
の
事
故
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。

■
首
輪
等
に
身
元
の
確
認
が

で
き
る
も
の
を
つ
け
る

　

犬
は
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
や
、

火
災
な
ど
の
事
故
、外
出
・
旅
行
先

な
ど
で
飼
い
主
と
突
然
離
れ
て
し
ま

う
こ
と
な
ど
に
よ
り
、迷
子
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、首
輪
の
留

め
具
が
ゆ
る
ん
だ
り
、老
朽
化
し
た

り
し
て
い
る
と
、雷
や
花
火
の
音
に

驚
き
、逃
げ
だ
し
て
迷
子
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

迷
子
に
な
っ
た
犬
は
自
分
で
家
に

帰
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。そ
の
よ

う
な
と
き
に
、首
輪
に
鑑
札
・
注
射

済
票
・
迷
子
札
な
ど
を
つ
け
て
い
れ

ば
、飼
い
主
の
元
に
戻
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

室
内
犬
・
小
型
犬
も
必
ず
身
元
確

認
が
で
き
る
も
の
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
市
区
町
村
に
登
録
す
る

　

登
録
に
よ
っ
て
、ど
こ
の
地
域
に

何
頭
の
犬
が
い
る
か
が
わ
か
り
、狂

犬
病
が
発
生
し
た
と
き
に
、ま
ん
延

を
防
ぐ
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。登
録

す
る
と
鑑
札
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
鑑
札
と
注
射
済
票
を
付
け
る

　
「
鑑
札
」は
そ
の
犬
が
登
録
さ
れ
て

い
る
犬
で
あ
る
こ
と
、「
注
射
済
票
」

は
そ
の
犬
が
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を

き
ち
ん
と
受
け
て
い
る
こ
と
の
証
明

に
な
り
ま
す
。

■
毎
年
狂
犬
病
の
予
防
接
種
を

受
け
さ
せ
る

　

犬
へ
の
予
防
注
射
に
よ
っ
て
、愛

犬
が
狂
犬
病
に
か
か
る
こ
と
を
予
防

し
、加
え
て
人
へ
の
感
染
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

予
防
注
射
を
受
け
る
と
、町
契
約

の
動
物
病
院
で
は
、証
明
と
し
て「
注

射
済
票
」が
交
付
さ
れ
ま
す
。も
し
他

の
動
物
病
院
で
接
種
し
た
場
合
は
、

獣
医
さ
ん
が
発
行
す
る
狂
犬
病
予
防

注
射
済
証
明
書
を
、健
康
推
進
課
ま

で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
に
違
反
し
た
場

合
、20
万
円
以
下
の
罰
金
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、健
康
推
進
課（
☎
６
３

･

３
８
０
１
）ま
で
。

日
高
町
の
「
鑑
札
」
と

�

「
注
射
済
票
」

●
鑑
札（
か
ん
さ
つ
）

●
注
射
済
票
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避難情報の意味は理解できていますか？
　洪水や土砂災害のリスクが高まった際は、町から避難情報を発令します。
　避難情報が発令された場合は、非常事態です。
　情報が発令された場合は、早め早めの命を守る適切な行動をとってください。

屋外の状況 取るべき避難行動避
難
準
備
・

高
齢
者
等
避
難
開
始

【洪水】
　河川の水位が上昇し続ける恐れがあ
り、今後、氾濫の危険があります。

【土砂災害】
　土砂災害の前兆現象が確認され、
土砂災害発生の恐れがあります。また、
土砂災害発生の危険性が非常に高
まっています。

　河川の氾濫・土砂災害がいつ起こっ
てもおかしくありません。既に発生してい
ることがあります。

　「高齢者」「体の不自由な人」「小さな子
どもがいる人」「不安を感じる人」などは避
難を開始してください。
　町で避難所も開設しています。
　上記以外の人は、気象情報などに注意
し、いつでも避難行動に移れる準備を始
めてください。

速やかに避難を開始してください。

緊急に避難してください。

避難行動は「命を守る行動」
　町が開設する避難場所へ避難するほか、災害リスクの少ない親戚宅や友人宅へ避難させてもらうことも避
難行動の一つです。
　また、浸水や土砂の流入は１階ほど被害を受けやすいため、大雨が降り続いている時は、「２階に上がる」こ
とも命を守る行動です。外が危険な状況では無理に屋外に避難するのではなく、屋内の高いところに避難し
てください。

風水害時の命を守る行動

お問い合わせは、
（☎63・2051）まで。

総
務
政
策
課

お
知
ら
せ

平
成
30
年

住
宅
・
土
地
統
計
調
査

の
お
知
ら
せ

　

総
務
省
統
計
局（
和
歌
山
県
・
日

高
町
）で
は
、10
月
１
日
現
在
で
住

宅
・
土
地
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、住
生
活
に
関
す
る

最
も
基
本
的
で
重
要
な
調
査
で
、全

国
約
３
７
０
万
世
帯
の
方
々
を
対
象

と
し
た
大
規
模
な
調
査
で
す
。

　

日
高
町
で
は
、萩
原
・
高
家
・
原
谷
・

谷
口
・
方
杭
・
比
井
地
区
か
ら
調
査

対
象
世
帯
を
抽
出
し
ま
す
。

　

調
査
期
間
中
、統
計
調
査
員
が
調

査
書
類
を
配
布
い
た
し
ま
す
。調
査

へ
の
回
答
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
回
答
、ま
た
は
紙
の
調
査
票
で
の

回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、総
務
政
策
課（
☎

６
３
・
２
０
５
１
）ま
で
。

避
難
勧
告

避
難
指
示（
緊
急
）
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農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
が

改
正
さ
れ
、改
正
後
初
め
て
の
農
業

委
員
と
、新
た
に
設
置
さ
れ
た
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
決
ま
り
ま

し
た
。任
期
は
双
方
と
も
平
成
30
年

７
月
24
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

　

農
業
委
員
に
は
松
本
町
長
か
ら
辞

令
が
、農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

に
は
、稲
葉
伸
秀
農
業
委
員
会
長
か

ら
委
嘱
状
が
そ
れ
ぞ
れ
交
付
さ
れ
ま

し
た
。

　

新
し
い
委
員
は
下
記
の
と
お
り
に

な
り
ま
す
。（
敬
称
略
）

●
農
業
委
員
会

　

農
業
委
員
会
は
、農
業
や
農
業
者
の

一
般
的
利
益
を
代
表
す
る
機
関
で
、農

地
の
利
用
関
係
の
調
整
等
、そ
の
他
農

業
全
般
に
わ
た
る
問
題
を
総
合
的
に

解
決
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
で
、農
業
委
員
は
、町

長
が
町
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
す

る
方
法
に
改
め
、農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

■
農
業
委
員

　

・
稲
葉
伸
秀（
志
賀
）

　

・
鍵
本
信
和（
原
谷
）

　

・
鈴
木
恒
雄（
小
浦
）

　

・
滝
本
幸
一（
池
田
）

　

・
野
田
秀
樹（
小
中
）

　

・
稲
葉
直
美（
志
賀
）

　

・
阪
口
孝 

（
志
賀
）

　

・
深
海
泰
治
郎（
志
賀
）

　

・
白
井
雄
太（
小
池
）

　

・
森
下
重
治（
産
湯
）

　

・
白
井
文
壽（
阿
尾
）

　

・
戸
上
浩
二（
志
賀
）

■
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　

・
﨑
山
新
一（
萩
原
）

　

・
塩
﨑
常
夫（
荊
木
）

　

・
塩
路
啓
一（
高
家
）

　

・
三
澤
勇（
志
賀
）

　

・
高
見
求（
志
賀
）

　

・
橋
本
進（
比
井
）

農
業
委
員
が

改
選
さ
れ
ま
し
た

お問い合わせは、下記まで。
産業振興班（☎63・3806）
建　設　班（☎63・3804）

産 

業 
建 
設 
課

お
知
ら
せ

稲
わ
ら
の
流
出
防
止
に

　
　
稲
刈
り
後
の
秋
鋤
込
み
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

　

秋
季
の
台
風
接
近
・
襲
来
な
ど
に

よ
る
大
雨
に
よ
っ
て
、水
田
が
湛
水

し
て
、稲
刈
り
後
の
稲
わ
ら
が
水
田

か
ら
流
れ
出
し
、道
路
・
用
水
路
や

水
田
の
一
角
に
堆
積
し
て
、そ
の
後

の
除
去
処
理
な
ど
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

稲
わ
ら
流
出
の
防
止
対
策
と
し

て
、稲
刈
り
後
の
鋤
込
み
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

　

稲
わ
ら
の
全
量
鋤
込
み
は
、水
稲

単
作
で
は
地
力
の
向
上
、二
毛
作
で

は
地
力
の
維
持
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、稲
わ
ら
は
稲
刈
り
後
の
秋
鋤

込
み
が
最
も
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

稲
わ
ら
の

鋤
き
込
み
に
つ
い
て

　農業経営収入保険は、青色申告を行う農業者（個人・法人）を対象に、新たに創設される保険です。自然災
害による収量の減少だけではなく、価格の低下による収入の減少など、農業者の経営努力では避けられない、あ
らゆるリスクに対応できる制度です。保険料率は1.08%（50%の国庫補助後）で、収入保険に加入していれば
平均収入の８割以上の収入が確保されます。
　また、保険金の受け取りがなければ、翌年の保険料率は段階的に下がります。
　詳しくは、農業共済組合までお問い合わせください。

  お問い合わせ先　和歌山県農業共済組合　御坊出張所
　　　　　　　　　　　　　   　　（☎２２･０６２６）

農業経営収入保険がスタートします
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お問い合わせは、
（☎63・3805）まで。

上
下
水
道
課

お
知
ら
せ

下
水
道
へ
の
接
続
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　

下
水
道
の
整
備
が
で
き
て
も
、み

な
さ
ま
に
使
っ
て
い
た
だ
か
な
け
れ

ば
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。下
水
道
事

業
に
加
入
済
み
で
、ま
だ
接
続
工
事

を
さ
れ
て
い
な
い
み
な
さ
ま
は
早
め

に
工
事
を
さ
れ
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、接
続
工
事
は『
日
高
町
排
水

設
備
指
定
工
事
店
』し
か
施
工
で
き

ま
せ
ん
。指
定
業
者
の
中
か
ら
工
事

業
者
を
ご
自
分
で
選
び
、ご
相
談
く

だ
さ
い
。借
家
や
テ
ナ
ン
ト
の
場
合

は
、貸
し
主
と
の
協
議
も
必
要
と
な

り
ま
す
。指
定
工
事
店
は
役
場
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
・
浄
化
槽
を

使
用
中
の
み
な
さ
ま
へ

　

下
水
道（
集
落
排
水
処
理
施
設
）・

浄
化
槽
を
使
用
さ
れ
て
い
る
ご
家
庭

で
は
、以
下
の
こ
と
に
注
意
し
て
ご

使
用
く
だ
さ
い
。

台
所
で
は
、廃
油
や
野
菜
く
ず
・

�

残
飯
な
ど
を
流
さ
な
い
よ
う
に

�

し
ま
し
ょ
う

　

台
所
か
ら
食
用
油
な
ど
を
流
す

と
、油
が
固
ま
っ
て
管
が
つ
ま
る
原

因
と
な
り
、処
理
場
や
浄
化
槽
の
処

理
機
能
を
低
下
さ
せ
ま
す
。生
ゴ
ミ

な
ど
も
管
が
つ
ま
る
原
因
と
な
り
、

悪
臭
が
発
生
し
ま

す
の
で
、流
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

水
洗
ト
イ
レ
に
は
、ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
以
外
の
物
は
流
さ
な
い

�

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、紙
お
む

つ
、生
理
用
品
、た
ば
こ
、ガ
ム
な
ど

は
水
に
溶
け
な
い
の
で
流
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

洗
濯
に
は
無
リ
ン
洗
剤
を

�

使
い
ま
し
ょ
う

　

洗
濯
用
洗
剤
は
無
リ
ン
の
洗
剤
を

使
用
し
、洗
剤
の
使
い
す
ぎ
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

有
リ
ン
合
成
洗
剤
に
含
ま
れ
る
有

機
リ
ン
は
、処
理
場
や
浄
化
槽
で
処

理
す
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、河
川

や
海
を
汚
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

有
害
物
を
流
さ
な
い
よ
う
に

�

し
ま
し
ょ
う

　

ガ
ソ
リ
ン
、シ
ン
ナ
ー
、石
油
、ア

ル
コ
ー
ル
類
な
ど
、危
険
物
は
絶
対

に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。揮
発
性

の
高
い
危
険
物
を
流
す
と
、爆
発
を

起
す
原
因
と
な
り
ま
す
。

お
風
呂
と
台
所
か
ら
の
排
水
が

　

流
れ
る
マ
ス
は
定
期
的
な

�

清
掃
が
必
要
で
す

　

台
所
か
ら
の
排
水
に
は
、油
分
や

野
菜
ク
ズ
を
分
離
す
る
た
め
の
分
離

マ
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
風
呂
か
ら
の
排
水
に
は
、固
形

物
や
毛
髪
等
の
流
下
を
阻
止
す
る
た

め
の
目
皿
付
き
マ
ス
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

※�

目
皿
付
き
マ
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
ご

家
庭
で
は
、浴
室
内
の
排
水
溝
の
定
期
的

な
清
掃
を
お
願
い
し
ま
す
。

   

使
用
料
の
変
更
に
つ
い
て

　

転
入
、転
出
、出
生
、死
亡
等
に
よ

り
、ご
家
族
の
人
数
に
変
更
が
あ
る

場
合
、使
用
料
の
変
更
手
続
き
が
必

要
に
な
り
ま
す
。ま
た
、大
学
在
学
や

施
設
入
居
等
、特
別
な
理
由
に
よ
り

住
居
を
異
に
し
て
い
る
場
合
は
免
除

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
な
ど
、詳
し
く
は

上
下
水
道
課（
☎
６
３
・
３
８
０
５
）

ま
で
。
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個
人
浄
化
槽
を

設
置
さ
れ
て
い
る
方
へ

①
法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

法
定
検
査
に
は
、浄
化
槽
使
用
開

始
後
３
か
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
５

か
月
以
内
に
１
回
実
施
す
る「
７
条

検
査
」と
、毎
年
１
回
実
施
す
る「
11

条
検
査
」が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
検
査
は
浄
化
槽
が
正
し
く
働

い
て
い
る
か
、き
れ
い
な
水
が
流
れ

て
い
る
か
を
調
べ
る
も
の
で
、指
定

機
関
へ
の
お
申
し
込
み
を
お
願
い
し

ま
す
。

※�「
７
条
検
査
」「
11
条
検
査
」は
、そ
れ
ぞ
れ
浄

化
槽
法
第
７
条
と
第
11
条
に
規
定
さ
れ
て
い

る
法
定
検
査
で
す

②
保
守
点
検
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

浄
化
槽
は
定
期
的
に
点
検
し
ま

し
ょ
う
。保
守
点
検
業
者
は
、日
高
町

を
営
業
範
囲
と
し
て
、和
歌
山
県
に

登
録
さ
れ
て
い
る
業
者
と
契
約
を
し

ま
し
ょ
う
。一
般
家
庭
の
場
合
は
、点

検
回
数
は
概
ね
４
か
月
に
１
回
以
上

（
年
間
３
回
以
上
）と
な
り
ま
す
。

③
清
掃
を
し
ま
し
ょ
う

　

清
掃
は
日
高
町
の
許
可
業
者
と
契

約
し
て
、毎
年
１
回
以
上
実
施
し
ま

し
ょ
う
。

《
ご
注
意
く
だ
さ
い
》

　

浄
化
槽
は
適
正
な
維
持
管
理
を
行

わ
な
い
と
水
質
汚
濁
や
悪
臭
の
原
因

と
な
る
た
め
、浄
化
槽
管
理
者
に
は

法
定
検
査
、保
守
点
検
、清
掃
の
維
持

管
理
を
行
う
よ
う
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

水
質
の
保
全
お
よ
び
生
活
環
境
を

守
る
た
め
、浄
化
槽
の
正
し
い
維
持

管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
検
査
申
込
み
機
関
】

公
益
社
団
法
人

和
歌
山
県
水
質
保
全
セ
ン
タ
ー

〒
６
４
０
―
８
０
３
２

和
歌
山
市
南
大
工
町
26（
環
境
会
館
）

☎ 

０
７
３･

４
３
２･

６
４
３
３

HPhttp://w
akayam

a-suiho.or.jp

～
浄
化
槽
の
維
持
管
理
は

�
大
丈
夫
で
す
か
？
～

　センターには、永年の
職業を通じて豊かな経
験と能力をもつ高齢者
の方々が会員として登
録されており、多岐にわ
たる仕事が可能です。
　仕事のご依頼のほか、会員への登録について
など、詳しいお問い合わせ、お申し込みは下記連
絡先までお願いします。

〒649-1213　日高町大字高家630番地
（日高町農村環境改善センター内）
月曜〜金曜　9：30〜12：00  13：00〜16：00
　　　　　　　　　　　　　 （昼休みは不在）

仕事のご依頼を
　お待ちしています！

日高町シルバー人材センター

☎70・0385
E-mail:hidakacho.sjc@za.ztv.ne.jp

仕事のご依頼を
　お待ちしています！

　電車は、子どもから
高齢の方まで誰もが利
用しやすく、特に車を
運転しない人にとって
はなくてはならない大
切な交通手段です。
　しかし、近年道路交通網の進展により、紀勢
本線の乗降客数は年々減少しています。生活
基盤であることはもとより、地域振興や産業
振興にとっても欠かせない紀勢本線を、地域
で支えることも必要です。私たち地域の鉄道
を守るためにも、旅行などお出かけの際には、
　☆　安全性が高い
　☆　地球環境への影響が少ない
　☆　渋滞なしで時間に正確
といった利点の多い電車を、ぜひご利用ください。

【紀勢本線活性化促進協議会】

紀勢本線を利用しよう
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「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所
」の

開
設
に
つ
い
て

　

法
務
局
で
は
、行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
、全
国
一
斉
に
休
日
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
に

お
こ
し
く
だ
さ
い
。

■
開
設
日
時　
　
　

平
成
30
年
10
月
７
日（
日
）　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　
　
　
（
受
付
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

■
開
設
場
所　
　
　

和
歌
山
地
方
法
務
局（
和
歌
山
市
二
番
丁
３
番
地
）

■
相
談
内
容

（
１
）�土
地
・
建
物
の
売
買
や
相
続
、土
地
の
分
筆
、建
物
の
新
築
お
よ
び
会
社
の

設
立
な
ど
の
各
種
登
記
、筆
界（
境
界
）の
特
定
、地
代
・
家
賃
な
ど
の
各
種

供
託
、近
隣
関
係
や
い
じ
め
な
ど
の
人
権
問
題
に
つ
い
て
は
、法
務
局
職
員
、

司
法
書
士
、土
地
家
屋
調
査
士
、弁
護
士
お
よ
び
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

（
２
）�遺
言
書
の
作
成
や
任
意
後
見
契
約
等
に
つ
い
て
は
公
証
人
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

和
歌
山
地
方
法
務
局
総
務
課
庶
務
係

�

（
☎
０
７
３
・
４
２
２
・
５
１
３
２
）

相
談
希
望
の
方
は
、９
月
18
日（
火
）よ
り
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

当
日
は
予
約
の
方
を
優
先
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い

ま
す
。

10月選考 ２月選考 追加選考
願 書
受 付 期 間

平成30年９月26日（水）～
１０月5日（金）

平成31年１月15日（火）～
１月23日（水）

平成31年2月28日（木）～
３月12日（火）

選 考 日 平成30年10月17日（水）
午前９時30分～

平成31年２月6日（水）
午前９時30分～

平成31年３月19日（火）
午前９時30分～

選 考 会 場 入学を希望する産業技術専門学院および東牟婁振興局

選 考 方 法 筆記試験（国語・数学）および面接

合 格
発 表 日

平成30年10月24日（水）
午後３時～

平成31年２月13日（水）
午後３時～

平成31年３月20日（水）
午後１時30分～

入 学 日 平成31年４月8日（月）

田辺産業技術専門学院
　〒６４６-００１１
　　田辺市新庄町１７４５の２
　☎    ：０７３９・２２・２２５９
　FAX：０７３９・２２・３１２３

和歌山県　労働政策課
　〒６４０-８５８５
　　和歌山市小松原通１の１
　☎    ：０７３・４４１・２８０２
　FAX：０７３・４２２・５００４

産業技術専門学院は、職業能力開発促進法に基づき設置された公共職業能力開発施設です

和歌山県立産業技術専門学院
生徒募集案内

お問い合わせ
和歌山産業技術専門学院
　〒６４９-６２６１
　　和歌山市小倉９０
　☎    ：０７３・４７７・１２５３
　FAX：０７３・４７７・１２５４
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労
働
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の

相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す

　

解
雇
、い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
、パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
の
労
働
問
題
全
般

に
つ
い
て
、電
話
や
面
接
で
の
労
働
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

労
働
者
、事
業
主
・
学
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
先
で
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

幅
広
く
お
受
け
し
ま
す
。

◆
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
◆

　

御
坊
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
　

御
坊
市
湯
川
町
財
部
１
１
３

　
　

☎
２
２
・
３
５
７
１

　

受
付
時
間　
　

平
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　

料
　
　
金　
　

無
料

　

予
約
は
不
要
で
、専
門
の
相
談
員
が
対
応
い
た
し
ま
す
。

　

相
談
者
の
方
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
配
慮
し
た
相
談
対
応

を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【お問い合わせ先】　　日高看護専門学校
〒644-0002　御坊市薗116-2　　☎：２２･１２７７　FAX：５２･７１１３
e-mail　school＠hidaka-ns.jp　　 ホームページ「日高看護専門学校」で検索

日高看護専門学校学生募集

※１　御坊市・美浜町・日高町・由良町・印南町・日高川町

地域枠 社会人 一般
募集人員 15人程度 5人程度 20人程度

受験資格

1.�平成30年10月1日現在、構成
市町※1に住所を有する高校
卒業見込の方

2.�合格後は必ず本校に入学する方
3.�卒業後御坊保健医療圏で看

護師として医療に貢献する意
思のある方

1.�高校卒業後3年以上経過した方
2.�合格後は必ず本校に入学する方
3.�卒業後御坊保健医療圏で看

護師として医療に貢献する意
思のある方

高校を卒業（見込含）した方

試験科目

・国語総合（古文・漢文除く）
・数学Ⅰ
・コミュニケーション英語Ⅰ
・面接試験（1次試験合格者）

・国語総合（古文・漢文除く）
・数学Ⅰ
・小論文
・面接試験（1次試験合格者）

・国語総合（古文・漢文除く）
・数学Ⅰ
・コミュニケーション英語Ⅰ
・小論文（1次試験合格者）
・面接試験（1次試験合格者）

願書受付期間 平成30年11月７日（水）～11月14日（水） 平成30年12月18日（火）
　　    ～12月25日（火）

１次試験日 平成30年12月１日（土） 平成31年１月19日（土）
２次試験日

（１次試験合格者のみ） 平成30年12月12日（水） 平成31年１月30日（水）

入学試験会場 日高看護専門学校
入学検定料 20,000円
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　温泉館「海の里」みちしおの湯にて、御入浴の際スタンプ
カードをお渡しします。
　受付にて入浴１回につき１つずつ捺印してもらい、７個
たまった時点で応募券をお渡ししますので、応募箱に投函
してください。

《応募期間》
　平成30年９月１日～平成30年11月30日まで
　当選の発表は、発送をもって換えさせていただきます。
　ご応募のため、ご記入いただいた方の個人情報は、抽選・発送のみに利用し、それ以外の目
的には利用しません。

《プレゼント内容》
・クエ鍋ペア食事券	 ……………………………………  1名様
・比井崎漁協干物セット（約2,000円分）	 ……………10名様
・みちしお亭　お食事券（1,000円券）	 ………………20名様
・温泉館「海の里」みちしおの湯　大人ペア入浴券	……20名様

※�現在、絵画のテーマ、何歳児の園児が展示するかは、未定
となっています。
　�決まりましたら、広報や文字放送等でお知らせします。

保育園児の絵画展示のお知らせ

みちしおの湯へ入浴して景品をゲット！
〜好評につき、今年も実施します〜

休館日のお知らせ お問い合わせは    
８月28日（火）
9月4日（火）、11日（火）、18日（火）、25日（火）
10月2日(火)

となっています。

産業建設課
☎６３･３８０６

温泉館「海の里」みちしおの湯
☎６４･２６２６

町内の保育園児が描いた絵をリラクゼーションコーナー（和室）にて展示します。
みなさまお誘い合わせのうえ、ご来館ください。

　９月15日（土）～９月30日（日）
　志賀保育所の園児の作品

総勢
51名様に
当たる!
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笹に短冊を飾りつけした後に、たなばたさまの手遊びや、お星さまぺったんゲームをしました♪

日高広域消防署の方から、乳幼児を含めた
救命処置（心肺蘇生・AED の使用手順）を
母子推進委員の方と一緒に学びました。

七夕制作・七夕会 ７月６日（金）

心肺蘇生講習会 ７月19日（木）

クエっこランド♪だより
日高町子育て支援センター

※�０〜３歳の未就園児とその
　保護者の方が、対象となっています。
※月〜金
　午前  9:00 〜 12:00
　午後 13:00 〜 16:00
お問い合わせは、子育て支援センター
（☎７０･４１４０）まで。
（保健福祉総合センター内）

クエっこランド♪だより

♪♪９月の行事予定♪♪

３日（月）〜14日（金）

　　　　  敬老の日のプレゼント作り

11日（火）子育て広場	 9:30〜11:00

14日（金）M&Me 英語で遊ぼう	 10:30〜11:00

21日（金）お散歩	 10:30〜

25日（火）おはなしの会	 10:30〜11:00

※第３金曜日　午後から休館

（行事予定は、変更する場合があります)
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〈気づき〉

□突然泣き出したりイライラを爆発させるなど、感情が不安定だ。
□性格が急に変わったように見える。
□身なりに構わなくなったように見える。
□これまで関心のあったことに対して興味を失ったように見える。
□交際が減り、ひきこもりがちになった。
□極端に食欲がなくなり、体重が減少したように見える。
□よく眠れていないようだ。
□さまざまな身体的な不調を訴えている。
□近親者や知人の死亡を経験した。
□自殺をほのめかしている。

　このような家族や仲間の変化に敏感になり、こころの悩みや様々な問題を抱えている人が発する周
りへのサインに気づき、まずは「声かけ」が重要です。

〈傾聴〉

　悩みを話してくれたら、できる限り傾聴（相手が話したいことや伝えたいことを、共感的な態度で真
摯に聞くこと）してください。
　相手の気持ちを尊重し、「そうだったんだ」と共感したうえで、相手を大切に思う気持ち、心配してい
る気持ちを伝えましょう。
　相手の言い分を否定する、安易に励ます、自分の意見を押しつけることはやめてください。

あなたにもできる自殺予防のための行動

保健だより ～ 9月10日（月）は世界自殺予防デー ～～ 9月10日（月）は世界自殺予防デー ～

大切なひとの悩みに大切なひとの悩みに大切なひとの悩みに
気づいてください気づいてください気づいてください

　9月10日の「世界自殺予防デー」から一週間は、自殺予防に関する理解を深めていただくための「自殺
予防週間」とされています。
　日本では、毎年多くの人がみずから命を絶っています。原因やきっかけはさまざまでも、その多くは
何らかの問題や悩みによって、心理的に追いつめられた末の死です。
　あなたの身近にも、ひとりで悩みを抱えて思いつめている人はいないでしょうか？
　あなたの小さな行動が、かけがえのない命を救うことができることを知ってください。
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〈つなぎ〉

　こころの病気や、社会的な問題を抱えているようであれば、専門家への相談につなぎ、本人の気持ち
を理解してくれる人と連携を取りましょう。

【相談先】
　・「自殺予防相談　はあとライン」
　　　　　　TEL：☎︎073・424・1700（自殺対策情報センター内）
　　　　受付時間：平日（年末年始、祝日を除く）　午前9時～午後5時45分
　　　　生きづらさを感じている方や、大切な人を自死で亡くされた方の相談を受け付けます。

　・「こころの相談」
　　　　　　TEL：☎︎073・435・5192（和歌山県精神保健福祉センター内）
　　　　受付時間：平日（年末年始、祝日を除く）　午前9時30分～ 12時、午後1時～午後4時
　　　　こころの健康に関しての相談を受け付けます。

　・日高町役場　健康推進課
　　　　　　TEL：☎︎63・3801
　　　　受付時間：平日（年末年始、祝日を除く）　午前8時30分～午後5時15分
　　　　こころの健康などの相談を受け付けます。

〈見守り〉

　悩みや問題を聞いて、専門窓口で相談しても、すぐに解決しないこと
が多く、悩んでいる人が元気を取り戻すには時間がかかります。優しく
声をかけたり、負担をかけない配慮をするなど、周りの人みんなで見守
ることが大切です。
　また、追いつめられる人を増やさないためにも、お互いに支え、助け
あっていける環境をつくり、大切な命を守りあっていきましょう。

お問い合わせ/健康推進課（☎63・3801）

　不眠、うつ、統合失調症、アルコール依存症、認
知症、ひきこもりなど、こころの不調でお困りで
はありませんか？
　御坊保健所では、精神科医（嘱託医）による相談
日を月に２回設けています。
１人で悩んでいる方、家族の
ことでお困りの方など、お気
軽にご相談ください。

（お問い合わせ先）
・日高町役場　健康推進課� ☎６３・３８０１
・御坊保健所　保健福祉課
� （御坊市湯川町財部859-2）  ☎２４・０９９６

　こころの健康相談予定日
時　間 9月 10月 11月

14：00〜 5日（水） 3日（水） 7日（水）

14：00〜 18日（火） 16日（火） 27日（火）

『こころの健康相談』ご利用案内
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開室日…月曜日〜土曜日
　　　　　AM8：30〜PM5：00
閉室日…日曜日、祝日、
　　　　　年末年始、特別整理期間
中央公民館（☎63・3811）

公民館図書室だより

新着図書のご案内

※新着図書は、一人２冊までの貸出となります。

など、全部で１８冊！ など、全部で９冊！

●ののはな通信 （三浦　しをん）

●ＡＳＫ −トップタレントの「値段」−

（新堂　冬樹）

●鏡じかけの夢 （秋吉　理香子）

●炎の来歴 （小手鞠　るい）

●元禄お犬姫 （諸田　玲子）

●恋の川、春の町 （風野　真知雄）

☆青嵐の坂 （葉室　麟）

●長兵衛天眼帳 （山本　一力）

●平城京 （安部　龍太郎）

●ファーストラヴ （島本　理生）

☆よくわかる大使館 
　−だれが働いているの？

どんな仕事をしているの？−
（河東　哲夫）

●目に見えない微生物の世界
　−あらゆるところにたくさんいる！−

（エレーヌ・ラッジカク）

●岩合光昭の日本犬図鑑 （岩合　光昭）

●しぜんのかたち　せかいのかたち
　−建築家フランク・ロイド・ライトのお話−

（ローレン・ストリンガー）

みなさんのお越しをお待ちしています!!みなさんのお越しをお待ちしています!!

一般書 児童書

新着図書のご紹介

☆青嵐の坂� （葉室　麟）

　藩政改革を推進する桧弥八郎は、家老らの陰
謀により切腹に追い込まれた。
　嫡男の慶之助らの密命を受けていた矢吹主馬
は、藩に渦巻く無法を打ち破れるか？『小説野
性時代』連載を単行本化。

☆よくわかる大使館
　-だれが働いているの？

　　　どんな仕事をしているの？ -
� （河東　哲夫）
　外国に置かれ、大使をはじめとする外交官が、
相手国との「外交」を行う大使館。
　人脈づくりや政府間の交渉、経済協力、広報、文
化交流など、さまざまな活動を行う大使館の役割
と、そこで働く職員の仕事をやさしく説明する。

《一般書》 《児童書》
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きしゅう君

御坊警察署

　 23-0110
高家駐在所

　　玉置 昌宏

（お知らせ）
Eメールによるご意見、
ご感想、ご相談を受け
付けています。
和歌山県警のホーム
ページは
http://www.police.pref.
wakayama.lg.jpです。
ご利用ください。

頼
ん
で
い
な
い

商
品
の
送
り
つ
け

　「
注
文
を
受
け
た
」
な
ど
と
偽
っ

て
一
方
的
に
商
品
を
送
り
つ
け
、

法
外
な
代
金
を
請
求
し
て
き
ま
す
。

押
し
買
い

　
家
電
製
品
な
ど
の
不
要
品
を
引

き
取
る
な
ど
と
行
っ
て
訪
問
の
約

束
を
取
り
付
け
、
訪
問
時
に
「
貴

金
属
の
買
い
取
り
も
し
て
い
ま
す
」

な
ど
と
言
っ
て
、
貴
金
属
類
を
不

当
に
安
く
買
い
取
り
ま
す
。

架
空
請
求

　「
サ
イ
ト
利
用
料
金
が
未
納
で

す
」
な
ど
と
電
子
メ
ー
ル
を
送
り

つ
け
る
も
の
が
増
え
て
い
る
ほ
か
、

友
人
・
知
人
を
装
っ
て
、
詐
欺
サ

イ
ト
へ
誘
導
す
る
メ
ー
ル
も
あ
り

ま
す
。

　
電
子
メ
ー
ル
は
そ
の
手
軽
さ
か

ら
、
年
齢
性
別
問
わ
ず
送
ら
れ
る

の
で
、
自
分
は
大
丈
夫
と
油
断
せ

ず
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の
確
保
と

高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

◆
保
護
者
の
方
へ

•
子
ど
も
に
対
し
て
、
日
常
生
活
で
も
安
全
に
道
路
を
通
行
す
る

こ
と
に
つい
て
の
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
高
齢
者
の
方
へ

•
70
歳
以
上
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
高
齢
者
マ
ー
ク
を
つ
け
て
運
転
し
ま

し
ょ
う
。

•
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
に
つい
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

•
自
動
ブ
レ
ー
キ
お
よ
び
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
時
加
速
抑
制
装
置
の

搭
載
さ
れ
た
安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト
車
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
者
・
自
動
車
の
交
通
事
故
防
止

　
夕
暮
れ
時
は
視
認
性
が
悪
く
人
や
車
の
量
も
増
え
、

交
通
事
故
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
ラ
イ
ト
や
反
射
材
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

※

自
動
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
へ

　•
夕
暮
れ
時
は
ラ
イ
ト
を
早
め
に
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

　•
夜
間
、
対
向
車
や
先
行
車
が
い
な
い
時
は
、

　
　ハ
イ
ビ
ー
ム
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

シ
�
ト
ベ
ル
ト
・
チ
�
イ
ル
ド
シ
�
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

　
シ
ー
ト
ベル
ト
な
ど
を
正
し
く
着
用
し
な
い
と…

　•
衝
突
時
、
座
席
や
天
井
へ
激
し
く
体
を
ぶ
つ
け
ま
す
。

　•
ガ
ラ
ス
を
突
き
破
って
車
外
に
放
り
出
さ
れ
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　•
車
外
に
放
り
出
さ
れ
る
と
死
亡
率
が
非
常
に
高
く
な
り
ま
す
。

　
後
部
座
席
を
含
め
た
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

「マナー」守れていますか？ あなたのマナーを再確認！
◇歩きながらスマートフォンなどを使用しない
　　歩きながらのスマホなどの使用は、周囲に迷惑をかけるだけでなく、自身の
事故にも繋がる危険性があるため、絶対にやめましょう。

◇公共の乗り物内や場所などでは、大声で話をしたり騒がない
　　公共の場所は自分たちだけのものではありません。他人の大きな話し声を
不快に感じる人もいます。

◇駅構内や階段、出入口付近など、迷惑になるところには座り込まない
　　駅構内や階段、出入口付近に座り込むと他人の通行の妨げとなります。
◇ゴミはゴミ箱に捨てる
　　ゴミのポイ捨ては規範意識の薄さの表れです。
　　規範意識が低い街は治安も悪くなります。
◇自転車・バイクはきちんと駐車場にとめる
　　路上にとめた自転車・バイクは通行の妨げです。
　　緊急車両の障害となれば人命に関わることもあります。

さ
ま
ざ
ま
な

　
　

　
　詐
欺
の
手
口

悪
質
商
法
に
注
意

さ
ま
ざ
ま
な

　
　

　
　詐
欺
の
手
口

悪
質
商
法
に
注
意

秋の全国交通安全運動
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山
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く

小
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代
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子
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も
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ず
に
飛
び
立
っ
た
今
宵
嵐
が
来
る
と
い
う
日
に

田
坂　

行
曠

参
道
の
松
陰
進
み
出
雲
宮
に
永
き
の
御
加
護
を
夫
と
お
ろ
が
む

那
須　

久
枝

赤
豆
の
是
非
来
る
年
も
と
独
り
言ご

ち
卒
寿
の
夫
は
採
種
日
記
せ
り

深
海
三
千
代

雑
談
の
中
に
識
り
た
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
植
え
方
に
し
て
作
業
も
は
ず
む

鍵
本　

和
代

露
お
び
る
紫
陽
花
の
香
の
清
し
さ
は
朝
の
光
と
と
も
に
広
が
る

庵
戸
眞
知
子

中
庭
の
も
み
じ
一
本
剪
定
す
姿
あ
え
か
に
白
南
風
を
待
つ

玉
井
か
を
る

浜
木
綿
の
花
咲
く
便
り
聞
く
た
び
に
逝
き
に
し
歌と

友も

を
思
う
た
ま
ゆ
ら

奥
田　

房
子

災
害
を
免
れ
き
た
る
こ
の
里
の
わ
が
菜
園
に
ト
マ
ト
い
ろ
づ
く

曽
根　

邦
子

禍ま
が

す
る
や
金
具
入
れ
た
る
腰
疼
く
執
刀
医
師
も
在
さ
ぬ
今
頃

仲
田
美
智
子

青
が
島
村
の
助
役
募
集
に
魅
せ
ら
れ
て
電
話
し
て
み
る　

一
日
遅
い

中
西　
　

優

あ
れ
や
こ
れ
も
と
思
い
巡
れ
ど
手
に
つ
か
ず
降
り
止
ま
ぬ
雨
の
窓
の
外
み
る

亀
井
て
る
代

忘
れ
得
ず
彫
り
し
と
い
ふ
に
胸
熱
し
乙
女
の
像
の
寂
か
な
る
面

和
田　

路
子

◆説 明 会　日　程　平成30年９月16日（月）
　　　　　　　　　　午前10時〜12時・午後1時〜3時
　　　　　　場　所　自衛隊御坊地域事務所
◆試験場所　和歌山市および田辺市
◆お問い合わせ
　自衛隊御坊地域事務所（☎23･0020）
　御坊市湯川町小松原410-1　丸仁ビル1階（御坊駅市駐車場入口）

平成30年度 自衛官等募集案内 受験料無料！

試験項目 対象年齢 内容 願書受付

自衛官候補生 18～27歳未満の方
（高卒見込み含む）

自衛官になる一般的コース（任期制）
任期は陸２年、海・空は３年とし、選抜試験により、
曹・幹部自衛官への道も開かれています。

男女 9月27日まで

防衛大学校学生 18～21歳未満の方
（高卒見込み含む） 将来の幹部自衛官を養成するコース

一般（前期）
９月５日～９月28日

推薦・総合選抜
９月５日～９月7日

防衛医科大学校
看護学科学生

18～21歳未満の方
（高卒見込み含む） 看護師、保健師の幹部自衛官を養成するコース ９月５日～９月28日

防衛医科大学校
医学科学生

18～21歳未満の方
（高卒見込み含む） 医師である幹部自衛官を養成するコース ９月５日～９月28日



暮らしのカレンダー
2018年9月
September

※気象警報等が発表された時は、中止または延期になる場合があります。

暮らしのカレンダー
1日
土
2日
日
3日
月
4日
火
5日
水

・複雑ごみ

6日
木
7日
金
8日
土
9日
日

・粗大ごみ
（上志賀・久志・中志賀・下志賀・小池）

10日
月

11日
火

・献血

・子育て広場
（ふれあいセンター）
時間：9時30分〜11時

12日
水

・資源ごみ

・集団健診
（健診センターキタデ）
時間：7時30分〜9時

13日
木
14日
金
15日
土
16日
日

・粗大ごみ
（谷口・小中・高家）

17日
月

・敬老の日

18日
火

・おはなしの会
（中央公民館）
時間：10時〜

19日
水

・小型プラスチックごみ

・�人権相談・行政相談・心配ごと相
談合同相談所（ふれあいセンター）
時間：13時〜16時

20日
木

・運動教室
（中央公民館）
時間：10時〜11時30分

21日
金

22日
土
23日
日

・秋分の日

24日
月

・振替休日

25日
火
26日
水

・資源ごみ

27日
木
28日
金
29日
土
30日
日

発売中 !!

お財布にやさしいスマートフォンで
新生活をStart!!

（税抜）

円/月～1,7801,7801,780
ケーブルスマホに関するお問合せは

0120-222-505
（平日・土・日・祝 9：00～17：30）

ZTVのス
マートフォ

ン

お手頃価格だから始めやすい !!
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広告�町収入の一部とするため、有料広告を掲載しています。

HDK3-098
長方形
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町内、サークル・クラブ名鑑町内、サークル・クラブ名鑑
町内で活躍されている団体をご紹介するコーナーです。

TOWN information

町の人口と世帯

平成30年7月31日現在
人　口 7,922人  [+8]
　男 3,823人  [-3]
　女 4,099人[+11]
世帯数 3,131戸  [+8]

日
高
町
民
憲
章

　

人
が
町
を
つ
く
り

　
　
　
　
町
が
ひ
と
を
つ
く
る

一
恵
ま
れ
た
自
然
を
大
切
に
し

　
快
適
で
住
み
よ
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
歴
史
と
伝
統
を
愛
し

　
心
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
す

一
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み

　
健
康
で
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
知
恵
を
出
し
　
汗
を
流
し

　
活
力
あ
る
町
を
つ
く
り
ま
す

一
故
郷
に
誇
り
を
も
ち
　
ふ
れ
あ
い
を

　
大
切
に
す
る
町
を
つ
く
り
ま
す

健康な身体づくりを

目指します

　生命の貯蓄体操は、週に２回公民館
で活動しており、現在は６人の方が在
籍しています。
 活動では、柔軟体操などを行い、年を
とっても健康に生活できる身体づくり
を目指しています。
 代表の橋本久美さんは「肩こり、冷え
性などにお悩みの方は是非参加してく
ださい。体験や見学なども行っていま
す」と話してくれました。
　興味のある方は、橋本さん（☎６３・２
８２８）までご連絡ください。

生命の貯蓄体操

　広報ひだか2018.9月号 28


